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あ
な
た
の
再
出
発
を
支
え
て
い
ま
す

更
生
保
護
法
人 

西に
し

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

白び
ゃ
っ

光こ
う

荘そ
う

　施
設
長

　中
村 

澄
枝

 

甦
よ
み
が
え

り
を
求
め
て 

 

補
導
主
任

　三み

好よ
し 

馨け
い

子こ

　
「
西
本
願
寺
白
光
荘
」
は
、
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
が
社
会
事
業
の
一
環
と
し

て
設
立
し
た
施
設
で
す
。
そ
し
て
、
全

国
で
も
数
少
な
い
女
子
専
用
の
更
生
保

護
施
設
で
す
。
更
生
保
護
施
設
は
、
全

国
で
百
四
施
設
あ
り
ま
す
（
男
子
専
用

九
十
施
設
・
女
子
専
用
七
施
設
・
男
女

施
設
七
施
設
）。

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
中
に
は
、

頼
れ
る
人
が
い
な
い
と
か
、
生
活
環
境

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
り
、
ま
た
は
本
人

に
社
会
生
活
上
の
問
題
が
あ
る
な
ど
の

理
由
で
す
ぐ
に
自
立
更
生
で
き
な
い
人

が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
、

保
護
観
察
所
や
家
庭
裁
判
所
か
ら
の
委

託
に
よ
り
、
入
所
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
生
保
護
施
設
と
し
て
、
社
会
復
帰

を
強
く
誓
い
な
が
ら
帰
る
と
こ
ろ
の
な

い
、
こ
う
し
た
人
た
ち
を
一
定
期
間
保

護
し
、
円
滑
な
社
会
復
帰
を
手
助
け
し
、

再
犯
を
防
止
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

社
会
復
帰
を
強
く
誓
い
、
入
所
時
か

ら
、
す
ぐ
に
就
労
活
動
を
し
ま
す
が
、

女
子
施
設
で
あ
る
た
め
門
限
な
ど
の
規

制
が
あ
り
、
職
種
・
職
域
も
限
ら
れ
て

し
ま
い
、
受
け
皿
が
少
な
い
の
が
現
状

で
す
。
何
よ
り
も
地
域
社
会
の
人
々
の

温
か
い
理
解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
職
に
就
く
こ
と
が
、
更
生
の

第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

協
力
雇
用
主
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
施
設
職
員
は
、
被
保
護
者
と

向
き
合
う
中
で
、
親
密
に
な
り
す
ぎ
な

い
こ
と
、
適
度
な
距
離
を
置
い
て
接
し
、

皆
を
平
等
に
見
る
と
い
う
こ
と
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
不
幸
に
し
て
犯
罪
に
手

を
染
め
て
し
ま
っ
た
彼
女
た
ち
の
立
ち

直
り
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
彼
女
た
ち
の
改
善
更
生
を
全
力

で
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

西
本
願
寺
白
光
荘
に
入
所
し
て
い
る

人
た
ち
は
、
最
年
少
十
五
歳
か
ら
最
高

齢
七
十
八
歳
と
年
齢
的
に
も
幅
広
く
、

刑
務
所
に
入
っ
た
こ
と
の
な
い
者
や
入

所
度
数
（
刑
務
所
に
入
っ
た
回
数
）
が

二
桁
の
者
ま
で
、
北
は
札
幌
刑
務
支
所

か
ら
南
は
沖
縄
女
子
学
園
ま
で
と
、
各

方
面
か
ら
幅
広
く
入
所
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
当
施
設
の
処
遇
の
一
環
と
し
ま

し
て
、
仏
教
的
情
操
教
育
の
涵
養
に
努

め
、
食
事
の
際
に
は
、
食
前
・
食
後
の

言
葉
を
皆
で
唱
和
し
、
何
で
も
当
た
り

前
で
は
な
い
、
報
恩
感
謝
の
日
々
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

他
に
も
仏
参
行
事
や
京
都
の
四
季

折
々
の
行
事
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

四
月
の
灌
仏
会
で
は
甘
茶
で
お
祝
い
し
、

盂
蘭
盆
会
の
集
い
に
は
、
更
生
保
護
女

性
会
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
頂
い
た
浴
衣

に
着
替
え
、
法
要
終
了
後
、
屋
上
に
て

大
文
字
の
送
り
火
を
観
賞
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
春
秋
彼
岸
会
や
元
旦

会
、
華
道
教
室
や
茶
道
教
室
も
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
と
く
に
十
数
年
来
実
施

し
て
い
る
華
道
教
室
で
は
、
華
を
生
け

る
前
に
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
最
後
に
出

来
上
が
っ
た
作
品
と
一
緒
に
写
真
を
と

り
、
そ
れ
を
家
族
に
見
せ
る
と
大
変
喜

ば
れ
る
よ
う
で
、
家
族
等
の
調
整
に
も

役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
茶
道
教
室
で
は
、

お
茶
の
お
点
前
や
行
儀
作
法
を
習
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
年
中
行
事
等

を
と
お
し
て
、
彼
女
た
ち
の
情
操
面
が

豊
か
に
な
る
よ
う
に
と
願
い
、
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

当
施
設
で
は
、
保
護
観
察
所
や
家
庭

裁
判
所
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、
未
成
年

か
ら
成
人
ま
で
の
女
性
を
一
定
期
間
保更正保護女性会の皆さまによる夕食作り
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護
し
て
お
り
ま
す
。
彼
女
た
ち
は
何
ら

か
の
事
情
に
よ
り
過
ち
を
犯
し
た
者
で

あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
、
家
庭
で
の
問

題
や
女
性
で
あ
る
が
故
に
、
当
初
被
害

者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
他
に
も
母
親
と

の
関
係
が
疎
遠
で
あ
る
者
が
多
い
た
め
、

愛
情
不
足
か
ら
、
そ
の
寂
し
さ
を
補
う

の
に
刹
那
的
に
薬
物
や
男
性
に
快
楽
を

求
め
て
き
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。
当
職

含
め
職
員
は
、
宿
日
直
勤
務
を
日
々
重

ね
て
お
り
、
彼
女
た
ち
が
職
場
か
ら
帰

っ
て
き
て
か
ら
が
重
要
で
、
職
場
で
の

出
来
事
や
今
後
の
家
族
関
係
の
調
整
等

に
つ
い
て
の
相
談
事
が
多
く
、
職
員
も

「
朋
（
と
も
）」
に
な
り
悩
み
や
相
談
に

の
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
朋
」
と
い
う
字
は
同
じ
月
が
二
つ

並
ん
で
お
り
、
月
が
引
っ
付
い
て
い
る

の
で
は
な
く
、
適
度
な
間
隔
で
あ
い
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
職
員
と
彼
女
た

ち
と
の
関
係
で
あ
り
、
け
じ
め
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
基
本
姿
勢
を
こ
こ
ろ
に

お
き
、
処
遇
に
生
か
し
て
お
り
ま
す
。

他
に
も
処
遇
す
る
中
で
、
ア
ン
グ
リ
マ

ー
ラ
の
話
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
ま
で

残
忍
な
殺
人
を
犯
し
た
者
が
釈
尊
の
弟

子
に
な
り
、
あ
る
日
行
乞
に
出
か
け
た

時
に
、
彼
の
過
去
の
行
為
を
知
る
町
の

者
か
ら
土
や
石
を
投
げ
つ
け
ら
れ
、
無

様
な
格
好
で
帰
っ
て
き
た
時
に
、
釈
尊

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
は
、
頑
張
っ
て

精
進
し
て
い
る
の
に
と
は
お
っ
し
ゃ
ら

ず
、「
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
よ
。
忍
受
せ

よ
。」
と
お
っ
し
ゃ
り
、
被
害
者
側
の

感
情
も
考
慮
し
、
自
身
が
犯
し
て
来
た

行
為
に
対
す
る
責
任
の
持
ち
方
を
教
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

彼
女
た
ち
の
中
に
も
、
無
駄
使
い
も

せ
ず
に
一
生
懸
命
働
い
て
貯
蓄
し
て
も
、

身
内
か
ら
は
「
帰
っ
て
く
る
な
」
と
受

け
入
れ
を
拒
否
さ
れ
る
者
や
、
職
場
で

本
人
の
過
去
が
分
か
り
余
儀
な
く
退
職

し
た
者
も
お
り
、
い
ず
れ
ま
た
精
進
す

る
こ
と
で
、
何
ら
か
の
形
で
良
い
こ
と

が
あ
る
と
信
じ
て
前
向
き
に
進
ん
で
行

く
よ
う
に
と
励
ま
し
て
お
り
、
厳
し
い

現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
も
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
は
じ
め
て
、
雲
を
離
れ
た
月

の
ご
と
く
、
彼
女
た
ち
に
光
が
照
ら
さ

れ
る
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

◎
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

 

（
会
員
募
集
の
お
願
い
）

　

白
光
荘
は
、
更
生
を
め
ざ
す
女
性
が

「
い
の
ち
」
の
喜
び
に
め
ざ
め
、
こ
こ

ろ
豊
か
な
人
生
が
送
れ
る
よ
う
に
支
援

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
事
業
費
は
、
国

か
ら
の
委
託
金
や
補
助
金
、
そ
し
て
関

係
団
体
や
篤
志
者
か
ら
の
寄
付
金
等
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

委
託
金
は
現
員
現
額
制
の
た
め
、
安
定

し
た
運
営
は
困
難
で
す
。

　

現
在
、
保
護
司
会
・
更
生
保
護
女
性

会
・
Ｂ
Ｂ
Ｓ
・
協
力
雇
用
主
・
本
願
寺

派
更
生
保
護
事
業
協
会
・
本
願
寺
派
関

係
団
体
及
び
施
設
・
本
願
寺
派
仏
教
婦

人
会
等
、
多
く
の
方
々
に
事
業
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
寄
付
金
や
物
資

等
様
々
な
援
助
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
本
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
安
定
的
な
事
業
運
営
確
保
の
た
め
、

皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

年

　会

　費

・
普
通
会
員　

一
口　

三
千
円

・
賛
助
会
員　

一
口　

三
万
円

郵
便
振
替
口
座

・
口
座
番
号

　

〇
〇
九
九
〇
─
七
─
二
二
一
九
八
五

・
加
入
者
名

　

更
生
保
護
法
人　

西
本
願
寺
白
光
荘

　

※ 

通
信
欄
に
は
、
普
通
会
員
・
賛
助

会
員
の
い
ず
れ
か
と
口
数
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

　

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
六
一
六
─

八
〇
七
四

京
都
市
右
京
区
太
秦
安
井
二
条
裏

町
十
二
番
地
六

　
　
　
　

更
生
保
護
法
人

　
　
　
　
　
　
　

西
本
願
寺
白
光
荘

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
五
─
八
〇
二
─
二
五
〇
六

Ｆ
Ａ
Ⅹ
〇
七
五
─
八
〇
二
─
一
八
一
一盂蘭盆会法要
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去
る
八
月
二
十
五
日
（
海
外
参
加
者

は
二
十
六
日
か
ら
）
～
三
十
日
、
国
際

仏
教
徒
青
年
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム（Inter-

national Buddhist Y
outh Exchange 

: IBY
E

）
を
全
日
本
仏
教
青
年
会
主
催
、

世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
）

協
力
の
も
と
、
公
益
財
団
法
人
全
日
本

仏
教
会
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）、

公
益
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
、
全
日

仏
青
支
援
の
会
、
公
益
財
団
法
人
大
和

証
券
福
祉
財
団
等
の
団
体
各
位
に
ご
協

賛
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

国
際
仏
教
徒
青
年
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
が
加
盟
各
国
で
長
年
取
り

組
ん
で
き
た
青
少
年
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
り
、
仏
教
を
通
じ
た
将
来
の
社

会
的
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
青
少
年
の
国

際
交
流
・
伝
統
的
仏
教
文
化
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
目
的
と
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
で

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
二
〇
〇
七
年
第
一
回
日
本

開
催
以
来
、
六
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
平
成
二
十
三

年
三
月
十
一
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大

震
災
に
か
か
り
、
本
会
の
各
加
盟
団
体

を
始
め
と
す
る
日
本
の
青
年
僧
侶
が

様
々
な
方
向
か
ら
被
災
地
に
寄
り
添
っ

て
き
た
経
験
を
ふ
ま
え
、
日
本
・
韓

国
・
台
湾
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
タ
イ
の
五

カ
国
の
代
表
参
加
者
、
合
計
約
百
名
が

四
泊
五
日
の
日
程
で
福
島
県
い
わ
き
市

に
集
い
、
実
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
レ
ク
チ
ャ
ー
を
通
し
て
、
震
災
に
対

す
る
正
確
な
理
解
を
深
め
、
い
の
ち
、

自
然
環
境
、
危
機
管
理
に
つ
い
て
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、

一
日
目
は
築
地
本
願
寺
に
て
国
内
参
加

者
に
対
す
る
事
前
研
修
と
交
流
会
を
行

い
、
二
日
目
は
成
田
国
際
空
港
で
海
外

参
加
者
を
迎
え
、
移
動
と
と
も
に
い
わ

き
市
の
薄
磯
、
久
ノ
浜
等
を
視
察
し
被

災
地
の
空
気
に
触
れ
、
三
日
目
は
現
地

に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復
興
支
援
を
率

先
さ
れ
た
先
生
方
を
講
師
に
迎
え
、
現

場
の
正
し
い
情
報
と
知
識
を
学
び
、
四

日
目
は
い
わ
き
市
の
仮
設
住
宅
に
お
け

る
行
茶
（
傾
聴
）
活
動
と
、
参
加
者
と

同
年
代
で
あ
る
高
校
生
と
の
交
流
会
を

行
い
、
人
と
の
ふ
れ
合
い
か
ら
被
災
地

の
心
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
五
日
目
は

薄
磯
で
の
慰
霊
法
要
と
と
も
に
、
ア
ク

ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
、
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
等
を
訪
問
し
、
復
興
に

向
か
う
現
地
の
想
い
と
力
を
見
て
い
た

だ
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。
か
な
り
過

密
な
行
程
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

綿
密
に
組
み
立
て
ら
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
流
れ
の
中
、
深
く
多
く
の
こ
と
を

一
人
一
人
の
胸
に
刻
ん
で
い
た
だ
け
た

と
、
参
加
者
の
提
出
レ
ポ
ー
ト
よ
り
確

認
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

地
震
発
生
よ
り
二
年
半
近
い
年
月
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
、

東
日
本
大
震
災
は
間
違
っ
て
も
過
去
の

出
来
事
で
は
な
く
、
未
だ
現
在
の
問
題

で
あ
り
、
そ
の
現
実
に
つ
い
て
次
代
を

担
う
青
少
年
が
実
際
の
体
験
と
し
て
正

し
く
学
び
理
解
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
、
被
災
地
の
復
興
、
放
射
能
に
関
わ

る
課
題
、
さ
ら
に
日
本
の
将
来
を
見
据

え
た
上
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
度
の
災

害
に
対
す
る
切
な
る
思
い
を
被
災
地
内

外
の
青
少
年
が
日
本
全
国
に
伝
え
て
い

く
こ
と
、ま
た
、海
外
か
ら
の
参
加
者
が

日
本
の
青
少
年
と
と
も
に
そ
の
事
象
を

正
し
く
理
解
し
、
国
際
社
会
に
改
め
て

広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
は
、
決
し
て

風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
震
災
の
経
験

を
社
会
に
繋
ぎ
止
め
る
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
皆
様
方
へ
の
支
援
が
真
摯
な

思
い
と
共
に
長
く
継
続
さ
れ
て
い
く
一

助
に
な
る
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
事
業
に
際
し
ま
し
て
、
縁

あ
る
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
戴
い
た
し

ま
し
て
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
開
催
・
国
際
仏
教
徒
青
年
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

─C
risis M

anagem
ent IBYE Japan 2013

全
日
本
仏
教
青
年
会
直
前
理
事
長
兼
国
際
委
員
長

　村
山 

博
雅

村
山 

博
雅
（
む
ら
や
ま 

は
く
が
）

　

昭
和
四
十
六
年
四
月
十
三
日
生
ま
れ
。

曹
洞
宗
洞
雲
寺
住
職
・
東
光
院
副
住
職
。

慶
応
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
卒
業
、

愛
知
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博

士
課
程
前
期
修
了
。
現
在
、
世
界
仏
教

徒
青
年
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
）
副
会
長
、

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
顧
問
の
ほ
か
、
公

益
財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
理
事
、

本
会
Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
日

本
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
等
に
就
任
。

行茶（傾聴）活動・いわき市南台仮設住宅にて双葉町の方々と
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財
団
創
立
六
十
周
年
に
向
け
て 

─
第
一
回
準
備
委
員
会
を
開
催
─

InterFaith

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
向
け
て

　

本
会
は
平
成
二
十
九
年
に
財
団
創
立

六
十
周
年
を
迎
え
る
。
平
成
十
九
年
に

迎
え
た
創
立
五
十
周
年
で
は
、
記
念
式

典
・
祝
賀
会
、
第
四
十
回
全
日
本
仏
教

徒
会
議
神
奈
川
大
会
、
翌
年
の
第
二
十

四
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大

会
な
ど
記
念
の
諸
事
業
を
加
盟
団
体
と

関
係
各
位
の
協
力
の
も
と
完
遂
し
た
。

本
会
は
、
こ
れ
ら
の
記
念
事
業
の
経
験

を
蓄
積
し
、
更
な
る
仏
教
文
化
の
宣
揚

と
世
界
平
和
に
寄
与
す
る
た
め
の
事
業

を
展
開
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

本
年
五
月
二
十
九
日
開
催
の
第
四
回

理
事
会
に
お
い
て
は
、「
財
団
創
立
六

十
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
規
程
」

が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
、
理
事
か
ら
、

速
や
か
に
準
備
を
進
め
て
欲
し
い
と
い

う
旨
の
要
請
を
受
け
、
七
月
二
日
に
第

一
回
準
備
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

第
一
回
準
備
委
員
会
で
は
、
小
林
正

道
本
会
理
事
長
か
ら
委
嘱
状
の
伝
達
が

な
さ
れ
た
後
、
議
題
の
審
議
に
入
り
、

各
委
員
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
頂
戴
し

た
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
は
創
立
五
十
周

年
時
に
策
定
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
50
に

向
け
て
」
を
出
発
点
と
し
て
、
そ
こ
か

ら
六
十
周
年
記
念
事
業
を
検
証
し
て
い

く
作
業
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
基
本
的

な
ラ
イ
ン
の
確
認
が
な
さ
れ
た
。
第
二

回
準
備
委
員
会
は
九
月
十
二
日
に
開
催

さ
れ
た
。

　

構
成
は
左
記
の
通
り

〈
委
員
長
〉

　

関
﨑
幸
孝
（
本
会
事
務
総
長
）

〈
副
委
員
長
〉

　

深
澤
信
善

〈
委
員
〉

齋
藤
明
聖
、
池
田
行
信
、
戸
松
義
晴
、

木
内
隆
志
、
宮
川
宏
生
、
山
本
観
晃
、

入
西
智
彦
、
壽
山
良
光
、
垣
内
善
勝
、

新
倉
典
生
、
吉
水
智
栄
、
金
子
嘉
広
、

村
山
博
雅

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

本
会
は
現
在
、
来
年
二
月
十
六
日
開

催
の
「
京
都
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
４
」
に

お
い
て
、
諸
宗
教
者
に
よ
る
駅
伝
を
は

じ
め
と
す
るInterFaith

プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
に
向
け
、InterFaith

日
本
事

務
局
を
設
置
し（
本
会
内
に
設
置
）関
係

各
方
面
と
協
議
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

InterFaith

駅
伝
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
市
民
マ
ラ
ソ
ン
に
併

催
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
多
く

の
聖
職
者
が
参
加
し
、
諸
宗
教
間
交
流

を
通
じ
、
世
界
平
和
へ
向
け
た
取
り
組

を
行
っ
て
い
る
。InterFaith

駅
伝
の

特
長
は
、
諸
宗
教
間
で
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
ゴ
ー
ル
を

目
指
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
駅
伝
は

記
録
や
順
位
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で

あ
る
が
、InterFaith

駅
伝
は
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、
異
な
る
聖
職
者
同
士
が

お
互
い
を
認
め
合
い
、
手
を
取
り
合
い

世
界
平
和
に
向
け
た
祈
り
を
発
信
す
る

こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
日
本
で
の
開
催
が
実
現
す

れ
ば
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て
の
開
催
と
な

り
、
駅
伝
発
祥
の
地
で
あ
る
宗
教
都
市

京
都
で
、
世
界
の
宗
教
者
が
集
い
世
界

平
和
を
発
信
す
る
こ
と
は
と
て
も
意
味

深
い
も
の
と
な
る
。

　

ま
た
、
京
都
開
催
に
あ
た
り
、
宗
教

へ
の
関
心
が
低
下
傾
向
に
あ
る
若
い
世

代
に
向
け
て
、
宗
教
に
対
す
る
理
解
と

造
詣
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

に
加
え
、
日
本
の
文
化
と
宗
教
の
寛
容

性
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
駅
伝
の
実
施
だ
け
で
は
な
く
、
三

日
間
（
二
月
十

四
日
～
十
六

日
）
に
わ
た
り
、

諸
宗
教
間
交
流

を
は
じ
め
、
東

日
本
大
震
災
復

興
祈
願
や
宗
教

者
と
一
般
の
方

が
交
流
で
き
る

InterFaith

プ

ロ
グ
ラ
ム
の
企

画
検
討
を
始
め

て
い
る
。

　

今
後
、
諸
宗

教
に
協
力
を
仰

ぎInterFaith

日
本
実
行
委
員

会
を
組
織
し
、

京
都
で
の
開
催

実
現
に
向
け
て

準
備
を
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

駅伝イメージ

⇒ ⇒ ⇒

第１走者
キリスト教

第２走者
仏教

第３走者
シーク教

第４走者
イスラム教

無料法律
相談室　
本会顧問弁護士の長
谷川正浩弁護士によ
る無料法律相談を毎
月第二、第四木曜日の
午後開催しておりま
す。本会事務総局03
（3437）9275へ事前予
約の上おいで下さい。
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第
四
十
四
回
高
野
山
夏
期
講
座
二
〇
一
三

 
部
落
解
放･

人
権
夏
期
講
座
参
加
報
告

関
東
大
震
災
・
都
内
戦
災

　遭
難
者
秋
季
慰
霊
大
法
要
報
告

　

八
月
二
十
一
日
よ
り
標
記
夏
期
講
座

が
和
歌
山
県
の
高
野
山
で
開
催
さ
れ
、

本
会
よ
り
二
名
の
主
事
が
参
加
し
た
。

今
年
は
行
政
、
教
育
現
場
、
一
般
企
業
、

宗
教
界
な
ど
か
ら
お
よ
そ
千
百
人
の
参

加
と
な
っ
た
。

　

本
講
座
で
は
、
部
落
問
題
の
歴
史
か

ら
現
代
社
会
を
取
り
巻
く
様
々
な
人
権

問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
ま
で
、
多
く

の
講
演
会
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、各
々
の
興
味
や
課
題
に

合
わ
せ
て
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

講
座
一
日
目
は
、
二
つ
の
講
演
に
参

加
。
島
田
妙
子
氏
に
よ
る
「
子
ど
も
の

人
権
」
で
は
、
児
童
虐
待
を
し
て
し
ま

う
親
の
心
を
救
う
こ
と
の
重
要
性
を
、

壮
絶
な
被
虐
待
の
実
体
験
を
交
え
な
が

ら
お
話
さ
れ
て
い
た
。
社
会
運
動
家
の

湯
浅
誠
氏
に
よ
る
「
人
権
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
」
で
は
、
障
害
者
の
兄
を

持
つ
自
身
の
経
験
と
、
障
害
者
の
雇
用

に
よ
り
地
域
の
再
生
に
成
功
し
た
い
く

つ
か
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
人
と
の
つ

な
が
り
に
よ
る
社
会
の
活
性
化
に
つ
い

て
お
話
さ
れ
て
い
た
。

　

二
日
目
は
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
・

山
陰
加
春
夫
氏
に
よ
る
「
中
世
高
野
山

に
お
け
る
平
等
と
差
別
」
の
講
義
を
受

け
た
後
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
。

高
野
山
大
学
図
書
館
の
木
下
浩
良
氏
に

よ
る
案
内
の
も
と
、
高
野
山
の
山
内
を

入
口
の
大
門
か
ら
順
に
檀
上
伽
藍
、
女

人
堂
、
奥
之
院
ま
で
見
学
し
た
。

　

最
終
日
は
崔
栄
繁
氏
、
谷
川
雅
彦
氏

に
よ
る
「
障
害
者
差
別
禁
止
法
制
度
を

め
ぐ
る
動
向
」
を
受
講
。
平
成
二
十
八

年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
障
害
者
差

別
解
消
法
」
の
内
容
を
中
心
に
、
法
律

が
作
ら
れ
た
背
景
や
過
程
、
今
後
必
要

な
準
備
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
本
講
座
期
間
中
、
参
加
者
は

高
野
山
内
の
宿
坊
に
宿
泊
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
精
進
料
理
を
い
た
だ
い

た
り
朝
の
お
勤
め
に
参
加
し
た
り
と
、

高
野
山
の
信
仰
に
触
れ
な
が
ら
人
権
問

題
を
学
習
す
る
と
い
う
特
別
な
研
修
と

な
っ
た
。

　

去
る
年
九
月
一
日
、
墨
田
区
横
網
の

東
京
都
慰
霊
堂
に
お
い
て
、
東
京
都
慰

霊
協
会
主
催
の
標
記
法
要
が
執
り
行
わ

れ
、
家
族
を
戦
災
や
震
災
で
亡
く
し
た

遺
族
等
約
三
百
名
が
参
集
し
、
本
会
か

ら
は
関
㟢
事
務
総
長
が
出
席
し
た
。

　

大
導
師
は
日
蓮
宗
大
本
山
池
上
本
門

寺
の
野
坂
法
雄
執
事
長
で
同
山
式
衆
に

よ
り
読
経
が
進
行
。
東
京
都
仏
教
連
合

会
各
地
区
代
表
が
随
喜
し
た
。

　

今
回
は
皇
室
を
代
表
し
て
高
円
宮
妃

殿
下
が
参
列
。
東
京
都
か
ら
は
安
藤
立

美
東
京
都
副
知
事
が
出
席
し
て
追
悼
の

辞
を
述
べ
、
続
い
て
藤
井
都
議
会
副
議

長
、
山
﨑
墨
田
区
長
、
沖
山
墨
田
区
議

会
議
長
か
ら
も
追
悼
の
辞
が
あ
っ
た
。

会
場
前
方
に
は
大
勢
の
報
道
陣
が
取
材

に
つ
め
か
け
て
い
た
。

　

定
刻
の
午
前
十
時
よ
り
法
要
が
開
始
。

各
追
悼
の
辞
が
終
わ
っ
て
か
ら
指
名
焼

香
に
移
り
、
そ
の
後
、
野
坂
執
事
長
の

ご
法
話
で
、
関
東
大
震
災
と
都
内
戦
災

で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
お
悔
や

み
と
、
い
の
ち
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話

さ
れ
た
。

　

法
要
終
了
後
、
会
場
を
第
一
ホ
テ
ル

両
国
に
移
し
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、

五
階
「
清
澄
」
の
間
に
て
関
東
大
震
災

九
十
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

　

最
初
に
チ
ェ
ロ
と
ハ
ー
プ
に
よ
る
演

奏
を
鑑
賞
し
て
か
ら
記
念
式
典
に
入
っ

た
。
東
京
都
建
設
局
の
横
溝
良
一
局
長

を
始
め
と
し
て
五
名
の
来
賓
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
引
き
続
い
て
来
賓
の
紹
介
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
、寛
永
寺
・
浅
草
寺
・

護
国
寺
・
増
上
寺
・
本
門
寺
・
東
京
都
仏

教
連
合
会
・
墨
田
区
仏
教
会
等
、十
二
の

団
体
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
関
東
大
震
災
九
十
周
年
事

業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
九
月
一
日

か
ら
八
日
ま
で
「
関
東
大
震
災
九
十
周

年 

首
都
防
災
ウ
ィ
ー
ク
公
式
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
行
い
、
震
災
・
復
興
・
防
災

を
考
え
る
一
週
間
に
す
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
た
。
特
に
七
日
と
八
日
に
は
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
鎮
魂
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
計
画
さ
れ
、「
震
災
や

戦
災
に
つ
い
て
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
語
り
継
い
で
い
き
た
い
」
と
抱
負

が
語
ら
れ
た
。

記念式典の様子
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　八
月
（
十
六
日
〜
三
十
一
日
）

十
九
日
▼ 

片
山
さ
つ
き
参
議
院
議
員
来
局

　
　
　

▼ 

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ（
株
）若
狭
氏
来
局

二
十
日
▼
局
内
会
議

　
　
　

▼ 

猪
口
邦
子
参
議
院
議
員
秘
書
斎
藤

氏
来
局

二
十
一
日
▼ 

第
四
十
四
回
高
野
山
夏
期
講
座 

部
落
解
放
・
人
権
夏
期
講
座
参

加
（
～
二
十
三
日
）（
高
野
山
）

　
　
　
　

▼ 

第
三
回
広
報
委
員
会
開
催
（
明

照
会
館
会
議
室
）

二
十
二
日
▼
大
和
証
券
佐
藤
氏
来
局

二
十
七
日
▼ 

オ
メ
ガ
コ
ム
五
十
嵐
氏
来
局

　
　
　
　

▼ 

次
年
度
事
業
に
関
す
る
打
合
せ

二
十
八
日
▼ 

Ａ
Ｂ
Ｓ
山
中
氏
他
来
局

　
　
　
　

▼ 

高
野
山
真
言
宗
宗
務
所
藪
師
来
局

　
　
　
　

▼ InterFaith

日
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

打
合
せ
（
花
園
会
館
）

二
十
九
日
▼ 

京
都
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
と
打
ち

合
わ
せ（
京
都
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
）

　
　
　
　

▼ 

浄
土
宗
宗
務
庁
訪
問
（
京
都
浄

土
宗
宗
務
庁
）

三
十
日
▼ 

真
宗
大
谷
派
東
京
宗
務
出
張
所
長

錦
師
他
来
局

　
　
　

▼
中
外
日
報
杉
山
氏
来
局

三
十
一
日
▼ 

日
本
仏
教
福
祉
学
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
参
加（
大
正
大
学
）

　九
月
（
一
日
〜
十
五
日
）

一
日
▼ （
公
財
）東
京
都
慰
霊
協
会
主
催
秋
季

慰
霊
大
法
要
参
列（
東
京
都
慰
霊
堂
）

　
　

▼ （
公
財
）東
京
都
慰
霊
協
会
主
催
関
東

大
震
災
九
十
周
年
記
念
式
典
参
加

事
務
総
局
録
事

全
日
本
仏
教
会
・
全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会

第
六
回
懇
談
会

　開
催

（
第
一
ホ
テ
ル
両
国
）

二
日
▼ 

文
化
庁
主
催
宗
教
法
人
実
務
研
修
会

出
向
（
福
島
）

三
日
▼ 

第
七
回
総
務
財
政
審
議
会
開
催

四
日
▼ 

文
化
庁
訪
問

　
　

▼ 

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会
と

の
懇
談
会（
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

五
日
▼ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
村
元
記
念
館
東
洋
思
想

文
化
研
究
所
清
水
谷
理
事
長
他
来
局

　
　

▼ 

第
四
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
愛

媛
大
会
第
二
回
実
行
委
員
会
出
席

（
松
山
市 

ム
ラ
タ
ホ
ー
ル
）

六
日
▼
大
和
証
券
佐
藤
氏
来
局

　
　

▼ 

第
九
回
東
日
本
大
震
災
支
援
検
討
会

議
開
催

九
日
▼
東
映（
株
）荻
野
氏
来
局

　
　

▼
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ（
株
）北
川
氏
他
来
局

　
　

▼ 

第
四
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
和

歌
山
・
高
野
山
大
会
第
五
回
企
画
式

典
部
会
議
・
第
三
回
事
務
局
委
員
会

出
席
（
高
野
山
真
言
宗
宗
務
所
）

十
日
▼
局
内
会
議

十
一
日
▼ 

佐
藤
ゆ
か
り
参
議
院
議
員
講
演
会

第
十
回
政
経
セ
ミ
ナ
ー
参
加
（
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
）

　
　
　

▼
大
村
印
刷
是
永
氏
来
局

十
二
日
▼
Ａ
Ｂ
Ｓ
木
村
氏
来
局

　
　
　

▼ 

財
団
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
第

二
回
準
備
委
員
会
開
催
（
明
照
会

館
会
議
室
）

　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

　

去
る
九
月
四
日
、
東
京
・
品
川
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
標

記
懇
談
会
に
、
本
会
よ
り
六
名
が
参
加

し
た
。
当
懇
談
会
は
、
本
会
と
全
日
本

葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会（
以
下
、「
全

葬
連
」）
と
が
交
互
に
主
催
し
て
お
り
、

今
回
は
全
葬
連
の
担
当
で
開
催
し
た
。

参
加
者
は
次
の
と
お
り （
括
弧
内
は
役
職
名
）

＝
全
葬
連
＝

松
井　

昭
憲
（
会
長
）

北
島　
　

廣
（
副
会
長
）

野
杁　

章
夫
（
副
会
長
）

清
藤　

哲
夫
（
副
会
長
）

番
作　

一
之
（
常
務
理
事
）

石
井　

時
明
（
理
事
）

松
本　

勇
輝
（
専
務
理
事
）

南　
　

正
毅
（
事
務
局
長
）

＝
全
日
本
仏
教
会
＝

関
﨑　

幸
孝
（
事
務
総
長
）

奈
良　

慈
徹
（
総
務
部
長
）

大
辻　

隆
善
（
社
会
人
権
部
長
）

加
久
保
範
祐
（
広
報
文
化
部
長
）

新
倉　

典
生
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
事
務
局
長
）

東
田　

樹
治
（
総
務
部
次
長
）

　

午
後
五
時
二
十
五
分
、
全
葬
連
南
事

務
局
長
の
開
会
の
辞
で
開
会
。
南
事
務

局
長
が
出
席
者
を
紹
介
し
た
後
、
全
葬

連
松
井
会
長
及
び
本
会
関
﨑
事
務
総
長

が
挨
拶
を
し
て
、
懇
談
に
入
っ
た
。

　

懇
談
は
、
最
初
に
全
葬
連
南
事
務
局

長
が
、
最
近
の
低
価
格
の
葬
儀
執
行
の

事
例
や
現
物
型
給
付
生
命
保
険
等
に
つ

い
て
、
用
意
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
説

明
を
し
、
そ
の
後
出
席
者
に
自
由
な
意

見
を
求
め
た
。
出
席
者
よ
り
、
こ
こ
数

年
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
急
激
な
変
化
と
、

そ
れ
に
伴
い
葬
送
文
化
を
伝
え
る
人
が

い
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
葬
祭
業
界

に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
事

が
報
告
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
課
題
に
対

し
て
、
葬
祭
業
界
・
仏
教
界
と
も
に
今

後
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
っ
た
ら
よ

い
か
等
を
中
心
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

当
懇
談
会
も
回
を
重
ね
六
回
目
と
な

り
、
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
、
忌
憚

の
な
い
意
見
交
換
の
場
と
な
っ
た
。挨拶をする松井昭憲 全日本葬祭業協同

組合連合会会長（左から二人目）

哀
悼

雲
井
世
雄
師
（
本
会
二
十
六
期
理
事
）

兵
庫
県
仏
教
会
元
会
長

九
月
十
四
日
遷
化　

七
十
六
歳
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第42回全日本仏教徒会議　和歌山・高野山大会実行委員長
  高野山真言宗宗務総長　添 田　隆 昭

　此の度、第42回全日本仏教徒会議を和歌山県高野山にお
いて開催することにあたり、一言、ご挨拶申し上げます。
　皆様ご存知の通り、高野山は空海弘法大師様により開かれ、
平成27年には開創1200年を迎えます。この様に都を離れた
山深い地に伽藍を築かれようとされた大師の意図は何であっ
たのでしょうか。当時、奈良や京都には大寺院が櫛の歯の如
く林立し、仏教を学ばんとする僧侶で満ちておりました。しかし、かつて学んだ
中国には天台山や五台山があり、都の俗塵を去って山中に座禅瞑想する僧侶が沢
山おりました。今の日本の仏教界に欠けているのは、まさにこの様な修行する僧
侶なのではないでしょうか。「禅教未だ伝わらず」こう大師は考えられ、弟子達
が天下万民の平安を祈り、修行する為の「修禅の道場」として高野山の下賜を願
い出られました。冬には零下15度にも達する厳しい気候条件の下での伽藍建立は、
大師の並外れた能力をもってしても、非常に困難な事業であったと思われます。
高野山麓天野の地に坐す丹生都比売、高野の両明神の援助を賜ったと伝えられて
おりますが、その後繰り返された荒廃期に、必ず天野の地をベースキャンプとし
て、復興に取り組んだという歴史からも、伝承に留まらざる事実を含んでおりま
す。日本古来の神々の力を借り、その神々を山上に社殿を建てて崇め、新しい宗
教の守護者とするこれ等の神々は「荒ぶる神等　石根　木立　草の片葉も辞語ら
いて　昼は狭蝿なす音声い　夜は火の光明く国」の主でありました。しかし大師
は「五大に響きあり 十界に言語を具す」とおっしゃられて「草木また成ず　何
に況や有情をや」と述べておられます。もはや神々は邪悪ではありません。葉音
も不吉でなく、この世は大日如来の説法の声に満たされているのです。大師はこ
の様に古い神々を包摂し、又神々も新しい地位を仏教の中に得ることができまし
た。
　今回の和歌山・高野山大会のテーマは「宗教と環境─自然との共生─」とさせ
ていただきました。高野山の自然豊かな空気に触れていただき、人と自然が互い
に調和し、共に生かしあい生きていく道を、一緒に考えたいと思います。日本全
国から参加される皆様のお越しを、心よりお待ちしております。

開催にあたり




